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集
ゴ
マ
生
産
日
本
一
を
誇
る
島

平
成
18
年
度
の
納
税
状
況
・
雇
用
保
険
法
の
改
正

奄
美
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
人
材
育
成
事
業

不
法
投
棄
と
空
き
缶
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

島
ト
ピ
ッ
ク
ス

話
題
は
こ
こ
！

す
こ
や
か
n
e
w
s

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

情
報
ひ
ろ
ば

古
代
か
ら
中
世
（
千
年
前
）
を
旅
す
る

国
民
年
金
だ
よ
り

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓

発行／喜界町役場　〒 891-6292　電話 0997-65-1111　ＦＡＸ 0997-65-4316　http://www.town.kikai.lg.jp/　編集／企画課

　

イ
ヌ
マ
キ
（
犬
槇
・
犬

槙
）
と
は
マ
キ
科
マ
キ
属
の

樹
木
。

　

本
州
関
東
以
西
、
四
国
、

九
州
、
沖
縄
、
台
湾
に
分
布

す
る
常
緑
針
葉
高
木
。
趣
旨

は
熟
す
る
と
次
第
に
赤
く
な

り
、
少
々
松
脂
臭
う
も
の
の

甘
く
て
食
さ
れ
る
が
、
緑
色

に
な
っ
て
く
る
と
食
べ
ら
れ

な
い
。
島
で
も
昔
は
赤
く
熟

し
た
種
子
を
食
べ
て
い
た
と

聞
き
ま
す
。



2

ゴ
マ
を
育
む
大
地

　

明
治
42
年
の
農
業
統
計
書
を
見

る
と
、
奄
美
群
島
と
十
島
村
の
収

穫
高
の
な
か
で
、
喜
界
島
産
は
全

体
の
約
65
％
を
占
め
る
ほ
ど
、
昔

か
ら
ゴ
マ
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
そ
の
栽
培
方
法
は
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
間
作
用
と
し
て
主
に
栽
培
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
島
は
サ

ン
ゴ
礁
の
ア
ル
カ
リ
性
土
壌
が
ゴ

マ
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
と
言
わ

れ
、
こ
の
土
壌
が
在
来
の
ゴ
マ
を

育
み
大
切
に
そ
の
品
種
が
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
期
の
生
産
量

　

産
業
振
興
課
が
７
月
１
日

現
在
で
ま
と
め
た
資
料
に

よ
る
と
、
気
象
条
件
に
恵

ま
れ
、
過
去
最
高
の
生
産

量
を
誇
っ
た
昨
年
に
比
べ

｢

面
積
、
生
産
量
と
も
に
若

干
の
減
少
は
あ
る
と
し
な
が

ら
も
、
前
年
並
み
に
は
落
ち

着
く
だ
ろ
う｣

と
同
課
の
職

員
は
分
析
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
生

産
量
は

見
込
み

な
が
ら

も
約
60

㌧
。
10

年
前
の

生
産
量

か
ら
見

る
と
約

10
倍
ほ

ど
、
伸

び
て
い

ま
す
。

（
グ
ラ
フ
参
照
）

今
期
の
生
育
状
況

　

昨
年
と
の
比
較
で
生
産
量
が
落

ち
込
む
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
播
種
時
期
（
種
ま
き
）
に

あ
た
る
４
、５
月
の
段
階
で
平
均

気
温
が
２
度
ほ
ど
低
か
っ
た
た
め

に
、
生
育
状
況
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
の
で
は
と
話
し
ま
す
。

す
ご
い
ぞ
！
ゴ
マ
パ
ワ
ー

　

ゴ
マ
の
持
つ
成
分
は
約
50
％
が

良
質
の
植
物
性
脂
肪
で
リ
ノ
ー
ル

酸
や
脂
肪
酸
、
オ
レ
イ
ン
酸
を
含

有
し
、
タ
ン
パ
ク
質
も
含
む
栄
養

価
の
高
い
食
品
。
ま
た
、
カ
ル
シ

ウ
ム
、
リ
ン
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｅ
、
ミ
ネ

ラ
ル
が
豊
富
な
他
、

抗
酸
化
成
分
（
セ

サ
ミ
ン
な
ど
）
や

植
物
繊
維
な
ど
も

多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ゴ

マ
の
効
用
は
古
く

か
ら
知
ら
れ
て
お

り
、｢

不
老
長
寿
の

秘
薬｣

、｢

食
べ
る

丸
薬｣

と
も
い
わ

れ
体
に
良
い
食
べ

物
と
し
て
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

喜
界
島
の
ゴ
マ
に
一
言

　

20
数
年
前
か
ら
喜
界
島
産
の
ゴ

マ
を
取
引
さ
れ
て
い
る
鹿
北
製
油

（
鹿
児
島
県
姶
良
郡
）
の
和
田
社

長
は｢

喜
界
島
の
ゴ
マ
は
香
り
が

よ
く
、
加
工
品
に
も
適
し
て
い
ま

す
。
課
題
と
し
て
は
、
セ
ン
ゴ
ク

（
網
）
で
砂
や
石
な
ど
を
徹
底
し

て
除
去
出
来
れ
ば
、
品
質
の
高
い

ゴ
マ
が
取
引
で
き
る
だ
ろ
う｣

と

話
し
ま
す
。

　

同
社
が
白
ご
ま
を
使
用
し
加
工

し
て
い
る
商
品
は
白
ご
ま
油
や

ね
り
ゴ
マ
な
ど
５
つ
に
も
及
び
ま

す
。

　

近
年
、
喜
界
島
が
夏
を
迎
え
る
と
白
ゴ
マ
の
収
穫
作
業
に
追
わ
れ
る

人
々
の
光
景
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
で
ゴ
マ
健

康
ブ
ー
ム
に
注
目
が
集
ま
る
と
、
島
で
は
、
こ
れ
に
比
例
し
栽
培
面
積

や
収
穫
量
な
ど
が
増
え
、
今
や
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
り
ま
す
。

　

ま
た
、
白
ゴ
マ
の
加
工
品
に
は
、
シ
マ
カ
ッ
シ
ー
（
島
菓
子
）
の
代

表
格
で
あ
る｢

ゴ
マ
カ
ッ
シ
ー｣

や
魚
の
刺
身
に
和
え
る｢

酢
み
そ｣

な
ど
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
独
特
の
風
味
や
栄
養
機
能
が
人
気
で
、
多
く

の
家
庭
の
食
卓
で
愛
さ
れ
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

猛暑の中刈り取り作業が続く（稲作用バインダー）

約
10
程
天
日
干
し
さ
れ
る
ゴ
マ

栽培
面積
（ha）

生産量
（t）

平成８年 ７ ５

平成９年 10 ９

平成 10 年 20 15

平成 11 年 11 ７

平成 12 年 14 10

平成 13 年 21 15

栽培
面積
（ha）

生産量
（t）

平成 14 年 15 10

平成 15 年 24 15

平成 16 年 33 21

平成 17 年 85 51

平成 18 年 108 67

平成 19 年 100 60
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平
成
18
年
度
の
各
種
町
税
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
の
各
集
落
納

税
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

町
全
体
の
納
税
率
は
92
・
77
％

と
平
年
並
み
に
推
移
し
て
い
ま

す
。
集
落
別
で
は
、
山
田
、
滝

川
、
伊
砂
の
３
集
落
が
納
税
率

１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
ご

協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
町
税
は
町
政
を
運

営
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
税
金
に

な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
に
お
い
て

も
「
３
割
自
治
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
ほ
ど
地
方
自
治
体
の
多
く
は

自
主
財
源
を
十
分
に
も
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
国
な
ど
か
ら
の
補
助
に

よ
っ
て
多
く
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

本
町
も
多
く
の
補
助
を
受
け
て
お

り
、
平
成
19
年
度
当
初
予
算
で
は

国
や
県
な
ど
の
補
助
・
交
付
金
か

ら
な
る
依
存
財
源
の
割
合
は
83
・

１
％
と
、
か
な
り
の
割
合
で
外
部

に
頼
っ
て
財
政
を
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
に
と
っ
て
最

も
貴
重
な
自
主
財
源
と
な
る
町
税

（
国
保
税
含
む
）
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
近
年
、
こ

の
町
税
の
未
納
額
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

町
税
務
課
で
は
、
こ
の
事
態
に

対
処
す
る
た
め
、
夜
間
の
徴
収
や

滞
納
整
理
な
ど
に
努
め
、
税
の
公

平
性
と
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
収
納
に
伴
う
事
務
を
削

減
す
る
た
め
口
座
振
替
に
よ
る

納
税
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
納
税

は
便
利
な
口
座
振
替
な
ど
を
利
用

し
、
決
め
ら
れ
た
期
限
内
に
納
付

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
１
１
１
１

１　

被
保
険
者
種
類
の
一
本
化

　

こ
れ
ま
で
の
一
般
被
保
険
者
（
週
所
定
労
働
時
間
30
時
間
以
上
）

と
短
時
間
被
保
険
者
（
週
所
定　

労
働
時
間
20
時
間
以
上
30
時
間
未

満
）
の
区
分
が
な
く
な
り
ま
す
。（
加
入
要
件
は
変
更
な
し
）

２　

 

受
給
資
格
要
件
の
変
更
（
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
の
離
職
か

ら
対
象
）

　

離
職
の
日
以
前
の
２
年
間
に
「
11
日
以
上
出
勤
（
有
給
を
含
む
）

し
た
月
」
が
12
月
以
上
あ
る　

場
合
に
受
給
資
格
が
発
生
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
離
職
理
由
が
、
解
雇
、
倒
産
や
社
会
通
念
上
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
理
由
の
場
合
は
、
離
職
の
日
以
前
の
１
年
間
に

「
11
日
以
上
出
勤
（
有
給
を
含
む
）
し
た
月
」
が
６
月
以
上
で
受
給
資

格
が
発
生
し
ま
す
。

３　

特
例
一
時
金
の
給
付
日
数
の
変
更

　

当
分
の
間
、
基
本
手
当
日
額
の
40
日
分
と
な
り
ま
す
。

４　

育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
の
変
更

　

給
付
率
が
育
児
休
業
開
始
前
賃
金
の
50
％
に
上
が
り
ま
す
。（
育
児

休
業
期
間
中
30
％
、
職
場
復
帰
か
ら
６
か
月
後
20
％
）

５　

教
育
訓
練
給
付
の
受
給
要
件
の
変
更

　

初
め
て
教
育
訓
練
給
付
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
被
保
険
者
期
間

が
１
年
以
上
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

名
瀬
公
共
職
業
安
定
所　

☎
０
９
９
７
ー
52
ー
４
６
１
１

　

徳
之
島
分
室　

☎
０
９
９
７
ー
82
ー
１
４
３
８

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/koyouhoken05/index.

　

htm
l 

■平成 18 年度　集落別町税徴収率

集落名
個　人
町民税

純固定
資産税

軽　自
動車税

国民健康
保険税

合　計
納税率

湾 89.31 97.11 97.24 95.26 95.37 
赤 連 85.03 95.82 97.45 95.59 94.72 
中 里 96.30 92.39 91.64 94.56 94.14 
荒 木 93.65 93.89 96.15 89.00 91.18 
手久津久 95.26 97.59 91.80 95.64 95.68 
上 西 96.82 97.02 91.32 97.17 96.65 
上 中 91.99 99.10 98.27 100.00 98.29 
上 東 96.77 98.80 96.98 87.90 91.45 
先 山 100.00 97.51 100.00 99.56 99.21 
浦 原 86.79 94.79 97.49 93.83 93.55 
川 嶺 95.65 99.26 98.66 98.03 98.01 
羽 里 100.00 93.81 91.33 99.65 97.67 
山 田 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 
城 久 90.48 100.27 90.90 88.38 90.66 
滝 川 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 
島 中 90.51 98.32 93.45 90.85 91.98 
池 治 87.06 83.04 98.11 93.61 90.70 
中 間 92.47 97.63 86.99 95.99 95.65 
先 内 100.00 94.54 88.05 97.45 96.00 
中 熊 100.00 90.19 94.61 92.14 92.85 
大 朝 戸 94.12 93.68 94.89 88.79 90.44 
西 目 22.38 100.00 100.00 83.86 82.66 
坂 嶺 98.75 100.00 100.00 98.38 98.85 
伊 砂 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 
伊 実 久 78.70 88.12 100.00 86.65 86.97 
前 金 久 100.00 95.43 93.41 97.56 97.01 
神 宮 87.60 94.38 94.79 91.00 91.59 
志 東 75.31 98.26 94.87 96.41 95.12 
志 南 89.72 95.59 92.80 94.45 94.18 
佐 手 久 78.71 91.36 90.43 87.88 88.29 
塩 道 100.00 99.20 100.00 99.18 99.33 
早 町 97.34 100.00 99.66 95.21 96.69 
白 水 89.16 93.65 95.72 91.01 91.68 
嘉 鈍 91.17 96.33 89.07 90.97 91.88 
阿 伝 100.00 100.00 95.63 100.00 99.76 
蒲 生 100.00 100.00 85.80 86.68 90.14 
花 良 治 100.00 100.00 100.00 91.40 94.22 

（単位：％）
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奄
美
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
人
材
育
成

事
業
（
自
然
・
文
化
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
養
成
塾
）
第
２
回
喜
界
島

地
区
講
座
が
７
月
20
日
、
役
場
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
生
島
常
範
さ
ん
（
上

嘉
鉄
）、
下
地
隆
史
さ
ん
（
沖
縄

在
住
）
の
２
人
が
講
師
を
務
め
、

生
島
さ
ん
は
「
八
月
踊
り
と
六
調

〜
そ
の
魅
力
と
謎
に
つ
い
て
〜
」、

下
地
さ
ん
は
「
皆
既
日
食
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
約
１
時
間
ず
つ

の
講
話
を
行
い
、
同
講
座
の
参
加

者
38
人
は
、
お
二
人
の
熱
の

こ
も
っ
た
講
演
に
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
島
さ
ん
は
幕
末
の
奄
美

を
知
る
第
１
級
の
資
料
と
い

わ
れ
る
名
越
佐
源
太
の
「
南

島
雑
話
」
な
ど
を
通
し
て
八

月
踊
り
の
ル
ー
ツ
の
諸
説
を

紹
介
。
ま
た
奄
美
各
地
や
喜

界
島
の
各
集
落
八
月
踊
り
唄

の
歌
詞
の
比
較
か
ら
そ
の
伝

播
の
特
徴
を
指
摘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
奄
美
独
特
の
ク
サ
ビ

太
鼓
に
酷
似
し
た
タ
イ
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
境
の
カ
レ
ン
族
の

八月踊り・六調講座／生島氏

第
１
部　

八
月
踊
り
と
六

調
の
ル
ー
ツ
を
紐
解
く

第
２
部　

今
世
紀
最
大
の

天
体
シ
ョ
ー 

皆
既
日
食
に

迫
る

〜
奄
美
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
人
材
育
成

事
業
第
２
回
喜
界
島
地
区
講
座
〜

皆
既
日
食
講
座
／
下
地
氏

楽
器
な
ど
を
文
献
か
ら
紹
介

し
、
そ
の
謎
に
包
ま
れ
る
ル
ー

ツ
に
迫
り
ま
し
た
。

　

六
調
の
不
思
議
と
魅
力
で

は
、
全
国
各
地
の
「
六
調
の

兄
弟
姉
妹
達
」
な
ど
、
沖
縄

や
九
州
本
土
な
ど
に
伝
承

さ
れ
て
い
る
踊
り
を
ビ
デ

オ
で
放
映
し
な
が
ら
説
明
。

｢

歌
詞
、
踊
り
方
は
違
え
ど
、

そ
の
ル
ー
ツ
を
紐
解
く
キ
ー

ワ
ー
ド
が
、
そ
の
地
域
に
は

残
さ
れ
て
い
る｣

と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

下
地
さ
ん
は
世
界
各
国
の

風
景
や
観
光
写
真
を
雑
誌
に
投
稿

す
る
プ
ロ
の
写
真
家
。
さ
ら
に
天

文
学
に
精
通
し
、
世
界
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
天
体
シ
ョ
ー
（
皆
既
日

食
な
ど
）
を
カ
メ
ラ
に
収
め
、
近

く
日
食
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
大
作
の

作
品
も
発
表
す
る
予
定
で
、
天
文

フ
ァ
ン
の
ひ
と
り
。

　

２
０
０
５
年
10
月
に
ス
ペ
イ

ン
マ
ド
リ
ッ
ド
、
南
米
ギ
ア
ナ

に
渡
航
。
そ
こ
で
金
環
日
食
の
撮

影
に
成
功
し
、
そ
の
経
験
か
ら
、

２
０
０
９
年
７
月
22
日
に
今
世
紀

最
大
の
天
体
シ
ョ
ー
と
言
わ
れ
る

皆
既
日
食
に
つ
い
て
同
講
座
で
初

め
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
降
は
、
こ
の
講
座
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

　太陽を全部隠して、真昼を夜のようにし、星も見ること
ができます。普段見られない太陽から吹き出すコロナ、プ
ロミネンスなどを肉眼で観測できるとともに、ダイヤモン
ドリングもみられ、神秘的な天体ショーとして多くの者を
魅了しています。皆既日食は非常に珍しく、地球上の同じ
位置で皆既日食が見られる確率は、三百数十年に一度と言
われ、喜界島で観測できることは、非常に貴重な体験とな
ます。

『用語解説』
コロナ：太陽大気の最外層で、皆既日食の際に、黒い太陽
の周りを取り巻く真珠色に淡く輝く部分。温度約 100 万度
の希薄なガスからなる。
プロミネンス：太陽の紅炎（こうえん）。
ダイヤンモンドリング：皆既日食の時に黒い月面の一端か
ら太陽光が瞬間的に漏れて見える現象。

　日食は太陽を月が隠す現象で、日食には皆既日食と金
環日食、部分日食があります。

皆既日食
太陽が全て隠れる

金環食
太陽がリング状に見える

部分日食
太陽が一部だけ隠れる

月

月

月

太陽
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▼

ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
金
環
日
食
の
経
過

▼

ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
金
環
日
食
多
重
露
出

　県内観測地の皆既日食継続時間等皆既日食の北限界線は、
屋久島の北端と種子島の南部をとおり、南限界線は奄美市
名瀬近辺になります。中心線は、トカラ列島の悪石島付近
を通ります。観測に最も好条件となる悪石島では、皆既日
食継続時間が６分 25秒 (10 時 53 分 6秒～ 59分 31秒 )。
　次に６分半程度の皆既日食が起きるのは、世界中でも
2132 年になるといわれ、今回の皆既日食は大変貴重なもの
といえます。

北限

中心線

南限

　日本では、1963 年に観測以来 46 年
ぶりとなる 2009 年に観測でき、その
後は、26年後の 2035 年となります。
　1963 年７月 21日…北海道
　 2009 年７月 22 日…屋久島、種子島
南部、トカラ列島、奄美大島北部、
喜界島
※ 皆既日食継続時間が今世紀最大（６
分 42秒：太平洋上）
　 2035 年９月２日…能登、富山、長野、
前橋、宇都宮、水戸

観測地 開始 終了 継続時間
種子島 10：57：52 10：59：19 １分 27 秒
屋久島 10：56：08 10：59：59 ３分 51 秒

悪石島 10：53：21 10：59：41 ６分 20 秒
（最長）

喜界島 10：57：06 10：58：47 １分 41 秒※
奄美大島 10：55：58 10：57：23 １分 25 秒

※喜界島北部では２分 18 秒

皆既日食には必需品となる「日食メガネ」を着用
南米ギアナ金環日食

　世界的に天文ファンが殺到すること
が予想されるため、鹿児島県は ｢皆既
日食にかかる広域的連絡組織｣ を立ち
上げ、市町村との連絡組織の強化を図
るとともに、観測・観光などの多種多
様な目的を持つ来島者への対応・受入
について、混乱が生じないよう、調整
や課題を抽出する作業を進めています。 

写
真
撮
影
↓
下
地
隆
史

　
　
　
　
　
（Riyugi Shim

oji

）
氏

※ 

こ
の
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
、
全
て
無
断

で
転
用
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

奄美大島

喜界島
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す
と
と
も
に
回
収
さ
れ
な
い
場
合

に
は
、
そ
の
当
該
土
地
の
管
理
者

が
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
、
他
人

に
迷
惑
か
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
不
法
投
棄
は
ゼ
ッ
タ
イ
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
者
を
発
見
し
た
場
合

や
投
棄
者
が
特
定
で
き
そ
う
な
証

拠
物
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
随
時

警
察
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
厳

し
く
対
処
し
て
い
ま
す
が
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
よ
る
監
視
な
ど
の
協

力
も
不
可
欠
で
す
。 

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合

は
、す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
生
活
環
境
係 

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
（
33
）

※ 

み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
る

と
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
違
反
に

よ
り
５
年
以
下
の
懲
役
か
１
，

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
両
方
が

課
せ
ら
れ
ま
す
。

町
内
一
斉
空
き
缶
拾
い　
　
　
　

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

　

島
を
あ
げ
て
空
き
缶
ポ
イ
捨
て

を
な
く
そ
う
と
昨
年
か
ら
活
動
を

展
開
し
て
い
る
喜
界
町
地
域
婦
人

　

町
で
は
、
不
法

投
棄
を
無
く
す
た

め
に
様
々
な
不
法

投
棄
防
止
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
部
の

心
な
い
人
た
ち
に

よ
り
粗
大
ご
み
な

ど
の
不
法
投
棄
は

後
を
絶
た
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

一
旦
不
法
投
棄

が
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
拡
大
を
防
止

す
る
こ
と
が
重
要

な
こ
と
か
ら
、
不

法
投
棄
場
所
に
警

告
板
を
設
置
し
、

そ
の
不
法
投
棄
物

の
自
主
回
収
を
促

会
連
絡
協
議
会
（
永 

房
枝
会
長
）

主
催
が
、
こ
の
ほ
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
緑
豊
か

な
喜
界
島
を
再
生
す
る
た
め
、
昨

年
同
様
区
長
会
に
呼
び
掛
け
、
各

集
落
、
多
く
の
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
７
月
15
日
に
全
島
一
斉

計
画
を
立
て
て
い
た
が
、
台
風
４

号
の
影
響
を
受
け
、
各
集
落
そ
れ

ぞ
れ
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

16
集
落
が
集
中
し
た
22
日
に
は
、

朝
７
時
か
ら
作
業
が
行
わ
れ
、
拾

い
集
め
ら
れ
た
可
燃
ご
み
（
紙

類
）
や
缶
類
、
ビ
ン
類
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
き
れ
い
に
分
別
し
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
み
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
い
る

婦
人
会
、
地
域
の
取
り
ま
と
め
役

を
担
っ
た
区
長
さ
ん
、
休
日
を
返

上
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
協

力
さ
れ
た
集
落
の
皆
さ
ま
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　

こ
こ
で
住
民
課
環
境
衛
生
係　

　
　
　
　

か
ら
の
お
願
い
・
・
・

　

近
年
、
喜
界
島
で
は
、
各
小
中

高
校
の
子
供
会
や
生
徒
会
、
ま
た

各
種
団
体
に
よ
り
空
き
缶
拾
い
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
町
民

の
環
境
美
化
に
対
す
る
気
運
が
高

ま
っ
て
い
る
証
拠
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

一
方
、
捨
て
る
人
（
ポ
イ
捨
て

な
ど
）が
い
な
く
な
ら
な
い
限
り
、

こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
全
国

で
も
同
様
、
こ
の
よ
う
な
空
き
缶

拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
、

空
き
缶
拾
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

あ
る
べ
き
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
き
る
だ
け
ポ
イ
捨
て
を
し
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

不法投棄は “ゼッタイダメ ”
法によって処罰されますよ！

発見次第、すぐに警告板が設置されます。

作業前の打ち合わせ（羽里集落）

不法投棄の現場（撮影：平成19年８月14日）
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敬
老
金
支
給
／
対
象
者

　

例
年
、敬
老
の
日
（
９
月
17
日
）

に
合
わ
せ
、
高
齢
者
を
対
象
に
長

寿
を
祝
福
し
敬
老
の
意
を
込
め
た

｢

敬
老
金｣
の
支
給
が
９
月
３
、４

日
の
両
日
、
加
藤
町
長
ら
が
各
家

庭
や
施
設
な
ど
を
訪
問
。
敬
老
金

や
記
念
品
を
直
接
町
長
か
ら
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
給
資
格
は
９
月
１
日
現
在
で

満
80
歳
以
上
で
本
町
に
１
年
以

上
居
住
し
住
民
基
本
台
帳
等
に
よ

り
確
認
で
き
る
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
９
月
１
日
以
後
敬
老
金

支
給
日
ま
で
生
存
し
て
い
る
者
に

限
ら
れ
、
施
設
等
の
入
所
者
は
記

念
品
の
み
支
給
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
訳
は
満
80
歳
か
ら
満
87
歳

が
３
，
０
０
０
円
、
満
88
歳
か
ら

満
89
歳
に
１
０
，
０
０
０
円
、
満

90
歳
か
ら
満
99
歳
ま
で
が
１
５
，

０
０
０
円
、
満
１
０
０
歳
以
上
が

５
０
，
０
０
０
円
、
年
間
で
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
対
象
人
数
は
１
，

０
６
４
人
、
敬
老
金
が
９
６
７

人
、
記
念
品
97
人
、
総
額
は
約

５
８
０
万
円
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
１
０
０
歳
を
と
も
に
迎

え
た
後
藤
幸
子
さ
ん
と
福
島

ウ
ス
エ
さ
ん
の
お
宅
に
訪
問

し
た
加
藤
啓
雄
町
長
は
矍
か
く
し
ゃ
く鑠

と
し
て
い
る
お
二
人
の
姿
を

み
て｢

血
色
が
良
く
、
と
て
も

１
０
０
歳
と
は
思
え
な
い
で
す

よ｣

と
話
し
、｢

こ
れ
か
ら
も
元

気
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い｣ 

と
一
人
ひ
と
り
に
握
手
を
交
わ
し

な
が
ら
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し

た
。

写
真
①
＝
後
藤
幸
子
さ
ん（
前
列
）

写
真
②
＝ 

福
島
ウ
ス
エ
さ
ん
（
左

か
ら
３
番
目
）

優
秀
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
選
手
に
表

彰
者

　

財
団
法
人
奄
美
大
島
市
町
村

体
育
協
会
の
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
団

体
・
選
手
表
彰
者
の
伝
達
式
が

８
月
６
日
、
町
長
室
で
行
わ
れ
、

２
０
０
６
年
に
優
秀
な
成
績
を
挙

げ
た
選
手
ら
計
１
団
体
と
３
人
に

加
藤
啓
雄
町
長
か
ら
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
加
藤
町
長
が｢

こ

の
功
績
は
自
信
と
誇
り
を
町
民
の

皆
さ
ん
に
沸
き
与
え
る
こ
と
が
で

き
た｣

と
た
た
え
、｢

今
後
、ス
ポ
ー

ツ
で
培
っ
た
精
神
を
も
と
に
、
し

ま
興
し
に
繋
げ
て
欲
し
い
」
と
励

ま
し
ま
し
た
。

表
彰
は
以
下
の
と
お
り

優
秀
ス
ポ
ー
ツ
団
体

▽
喜
界
ク
ラ
ブ
（
町
陸
協
）

　

略
歴
＝
Ｋ
Ｋ
Ｂ
陸
上
フ
ェ
ス
タ

小
学
生
大
会
（
駅
伝
の
部
）
優
勝
・

第
９
回
全
国
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会
出
場

優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手

▽
西
野
孝
仁
（
県
立
喜
界
高
校
旧

３
年
）

　

成
績
＝
２
０
０
６
年
度
全
国
高

校
総
合
大
会
３
位
入
賞
（
ウ
ェ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）

▽
南
充
宏
（
個
人
）
第
24
回
マ
ス

タ
ー
ズ
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
優
勝
（
日
本
記
録
樹
立
）

▽
三
浦
大
輝
（
喜
界
ク
ラ
ブ
）
第

９
回
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー

２
区
区
間
賞

課
題
や
夢
を
相
談
／
新
規
就
農
者

個
人
面
談

　

喜
界
町

担
い
手
育

成
総
会
支

援
協
議
会

に

よ

る 
｢

新
規
就
農

者
個
人
面

談｣

が
８

月
28
、
29

日
の
両
日
、

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
研
修

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

面
談
は
平
成
15
年
か
ら
新
規
就

農
者
と
し
て
農
業
に
従
事
し
て
い

る
９
人
が
対
象
。
現
在
新
規
農
業

者
が
抱
え
て
い
る
営
農
上
の
課
題

や
経
営
安
定
策
な
ど
を
相
談
、
大

島
支
庁
の
農
政
普
及
課
や
役
場

（
産
業
振
興
課
・
農
業
委
員
会
）、

Ｊ
Ａ
あ
ま
み
の
関
係
者
が
組
織
ぐ

る
み
で
対
応
し
、
新
規
就
農
者
を

支
援
し
て
い
こ
う
と
、
今
年
度
初

め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ひ
と
り
畜
産
業
を
営

む
美
島
智
秀
（
25
）
さ
ん
は
牧

草
地
の
確
保
の
難
し
さ
や
牛
舎
建

設
資
金
の
調
達
方
法
な
ど
、
実
情

と
今
後
の
経
営
方
針
を
熱
心
に
語

り
、
担
当
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

８
月
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
／

島
内
一
円
を
点
検

　
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
の

一
環
と
し
て
喜
界
町
農
業
委
員
会

（
益
田
幸
会
長
）
は
８
月
31
日
、

島
内
一
円
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。
農
業
委
員
14
人

と
農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
ら
が

島
内
を
南
回
り
で
点
検
。
途
中
、

遊
休
地
10
ヵ
所
を
見
ま
わ
り
、
農

地
が
適
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
点
検
し
ま
し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は｢

遊
休
農

地
の
把
握
と
解
消
対
策
・
農
地
の

無
断
転
用
防
止
対
策｣

を
重
点
的

な
取
り
組
み
と
し
て
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
の
収

益
を
上
げ
る
た
め
に
は
遊
休
地
の

解
消
は
不
可
欠
。
今
後
、
区
長
ら

の
協
力
を
得
て
、
現
状
を
早
急
に

把
握
し
、
当
事
者
と
協
議
を
図
り

な
が
ら

改
善
に

努
め
た

い
と
し

て
い
ま

す
。

①

②
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　中里集落恒例の盆踊り大会（主催・中里まりろう
会）が８月 11日、旧中里公民館前で開催されました。
汗ばむ陽気の中、踊り始め、余興の部では集落民に
よるカラオケ大会や高校生らによるギター演奏、奄
美大島の島唄漫談で有名な「サーモン＆ガーリック」
が笑いを誘い、最後はこの盆踊り大会が初舞台であ
る中里出身の「doki doki」が飛び入り参加し、大い
に会場を盛り上げました。
　また、お楽しみ抽選会では一等の液晶テレビ他豪
華景品を目当てにして、抽選番号を読み上げるたび
に一喜一憂する姿が見受けられました。
　最後には二重三重の輪ができ、時間を忘れた老若
男女が踊り続け興奮の内にフィナーレを迎えました。

　第３回 ｢喜界島エメラルドシー自然体験｣ と題し、
福岡県にある学校法人やなぎ学園のきりん幼稚園園
児・教諭ら 60人が７月 31日から８月４日までの５
日間、喜界島を訪れました。
　一行は、小野津集落を拠点に自然体験を行い、同
小学校（生島一紀校長）の児童らと親善交流会を開
いたり、多彩なプログラムを楽しました。
　｢喜界島は自然ととけ込める島、そして人情と気風
に溢れています。また島の子どもたちは本来の子ど
もが持つ純粋な心が今も息吹いている｣ と江口世都
美園長は話しました。
　また、島の海と戯れた子どもたちは憧れの海の色
と打ち寄せる波模様に感動を深めていた様子でした。

　志戸桶子ども
育成会が７月
28・29日の両
日、志戸桶キャ
ンプ場で小中校
生を対象にキャ
ンプ活動を行い
ました。５年振
りに復活した

キャンプには子どもと保護者57人が参加。２日間に
わたり炊飯活動やゲームなどを楽しみ、お互いの絆
を深めました。
　活動の再開について｢子どもたちの強い要望と保護
者の乗り気が復活の大きな要因です｣と保護者は話し
ました。
　また、前日のキャンプ場の除草作業やテント設
営、食事の準備を和気あいあい、楽しそうに子ども
たちは活動に取り組み、このキャンプを通して｢助け
合いの精神が芽吹いたのでは｣と保護者からの声をお
伺いすることができました。

　｢人体の神秘とゴマの
奇跡（仮題名）｣と題
し、ＢＳ日本テレビ系列
によるテレビ番組の収録
が８月８日から11日ま
での５日間、小野津集落

をメインにありました。
　この番組は「ゴマを食することによる人体への長
寿効果」を検索する教養番組で「生産面積・量」と
もに日本一のゴマ産地喜界島の環境も含めた生産地
を取材するのが目的。
　収録はゴマ農家や同集落に伝わる伝統的なごま料
理、また同集落の配慮で６月灯に宴会を加えた模様
など、食文化と日常生活の深い関わりをカメラに収
めていました。
　テレビ局の関係者からは｢年配の方を中心に撮影を
進めたが、どの方も肌つやが良く、元気な老人が多
い。とりわけ物よりも人への印象が強く感じた｣と収
録後話されていました。
※放送は年内に予定されているようです。
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　中里集落の伝統行事 ｢さとうきび立毛品評会｣ が
100 回目を迎えたのを記念し、倉本禎彦区長は８月
１日、馬頭観音（コーラル団地下）に集落民や加藤
啓雄町長、西一臣工場長（生和糖業）らを招き祝賀
会を開きました。
　冒頭の挨拶に立った倉本区長は ｢この品評会は、
明治 40 年に初めて開催されたと聞いている。途中、
昭和 20、21 年戦争による空白はあるものの、この
記念すべき今日を迎えられたのは、この上ない喜び。
これも先輩方が苦しい時代にもかかわらず、情熱を
持って続けてこられた成果｣ と労いの言葉を贈りま
した。
※審査結果（１等）敬称略
夏植＝界直隆　春植＝生野忠雄　株出＝酒井太典

　平成 15年から本格実施されている喜界高校と第一・
第二・早町中学校の連携型喜界地域中高一貫教育。近年、
この連携型教育の成果は高く評価されています。
　例えば、生徒達の生活態度や学習意欲の向上、将来を
見据えた取り組みなど、中・高が一体となって活動され
ている成果がここにきて表れてきています。
　今回、この活動に際し、喜界高校教諭から広報きかい
にご寄稿がありましたので一部ご紹介します。

　

思
い
を
相
手
に
伝
え

る
こ
と
は
難
し
い
。
直

接
顔
を
合
わ
せ
て
の
会

話
で
あ
れ
ば
、
相
手
の
反
応
を
見

な
が
ら
自
分
の
思
い
を
伝
え
て
い

く
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ

れ
が
文
章
を
通
し
て
と
な
る
と
な

か
な
か
上
手
く
は
い
か
な
い
。
日

記
の
よ
う
に
普
通
は
人
に
見
せ
な

い
も
の
な
ら
ば
、
書
く
の
に
苦
労

は
し
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
私

た
ち
が
書
く
文
章
の
多
く
は
自
分

以
外
の
他
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と

に
な
る
。「
読
む
人
の
目
」
を
意

識
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
文
章
を

書
く
こ
と
に
難
し
さ
を
感
じ
る
の

で
あ
り
、
相
手
に
う
ま
く
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら

こ
そ
、
言
葉
選
び
に
苦
労
を
す
る

の
だ
。

　

小
中
高
を
問
わ
ず
、
夏
休
み
の

宿
題
と
し
て
課
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
作
文
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
一
番
の
難
敵
だ
ろ
う
。「
何

を
書
け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
？
」「
ど

う
書
け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
？
」
と

頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
児
童
生
徒
は

多
い
に
違
い
な
い
。
夏
休
み
を
間

近
に
控
え
た
去
る
７
月
12
日
、
第

一
中
学
校
３
年
１
組
の
生
徒
に
対

し
て
作
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
の

授
業
を
行
っ
た
。
指
導
す
る
中
で

私
が
持
っ
て
い
た
テ
ー
マ
は
「
読

み
手
を
意
識
し
て
」
書
く
こ
と
。

先
ほ
ど
は「
読
み
手
を
意
識
す
る
」

か
ら
難
し
く
感
じ
る
の
だ
と
書
い

た
が
、少
々
見
方
を
変
え
れ
ば「
読

み
手
を
意
識
す
る
」
こ
と
で
書
く

楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き

る
。
私
は
、
文
章
を
書
く
こ
と
は

自
己
表
現
の
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
だ
と
考
え
て
い
る
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
面
白
い
発
言
を
す
る
と

同
じ
よ
う
に
、相
手
（
＝
読
み
手
）

の
気
を
引
こ
う
と
考
え
る
と
様
々

な
工
夫
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

そ
う
す
れ
ば
書
く
こ
と
が
き
っ
と

楽
し
く
な
る
。子
ど
も
た
ち
に
は
、

「
良
い
作
文
」
を
書
こ
う
な
ど
と

肩
肘
を
張
る
の
で
は
な
く
、
遊
び

心
を
絡
め
な
が
ら
楽
し
い
気
持
ち

で
原
稿
用
紙
に
向
か
っ
て
欲
し

い
。

喜
界
高
等
学
校　

国
語
科
教
諭

　
　
　
　
　
　
　

武
富　

幸
司

　

次
号
は｢

理
科｣

の
乗
り
入
れ

授
業
を
紹
介
し
ま
す
。
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〜
今
で
も
年
間
約
３
万
人
が　
　

　

新
た
に
発
症
し
て
い
ま
す
〜
」

　

９
月
24
日
か
ら
30
日
は
結
核
予

防
週
間
で
す
。
右
の
言
葉
は
、
平

成
19
年
度
結
核
予
防
週
間
標
語

で
す
。
結
核
は
、
今
で
も
日
本

最
大
の
感
染
症
で
あ
り
、
年
間

約
２
万
８
，
０
０
０
人
の
結
核

患
者
が
新
た
に
発
生
し
、
約
２
，

０
０
０
人
か
ら
３
，
０
０
０
人
が

死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
名
瀬
保
健
所
管

内
に
お
け
る
結
核
罹
患
率
（
人
口

10
万
対
）
は
33
・
４
で
あ
り
、
県

平
均
の
20
・
９
と
比
較
し
て
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

結
核
は
風
邪
に
似
た
症
状
で
始

ま
り
、
咳
や
痰
、
微
熱
、
倦
怠

感
、
体
重
減
少
、
寝
汗
等
の
様
々

な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
症
状
が
２
週
間
以
上
続
く
場

合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
、
医
師
の
診
察
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
弐
「
メ
タ
ボ
に
な
ら
な
い
た

め
に
」

　

皆
様
は
今
年
度
「
健
康
診
査
」

谷
川　

和
人  

く
ん

を
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
か
？
40

歳
以
上
の
方
で
、
病
院
、
職
場
健

診
、
厚
生
連
健
診
を
受
け
て
お
ら

れ
な
い
方
の
た
め
に
、
10
月
23
〜

30
日
ま
で
、
11
の
集
落
公
民
館
に

お
い
て
「
基
本
健
診
と
大
腸
が
ん

検
診
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

１
、ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
ろ
う
。

　

健
診
結
果
は
、
成
績
表
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。自
分
の
身
体
の
状
態
、

血
管
の
状
態
を
把
握
し
て
「
行
動

す
る
」
た
め
の
も
の
で
す
。
喜
界

町
の
平
成
18
年
度
の
基
本
健
診
受

診
率
は
、
約
35
％
で
し
た
。
受
け

な
い
方
に
理
由
を
聞
く
と
、「
忙

し
い
」「
め
ん
ど
う
」「
必
要
な
い
」

等
。
大
切
な
自
分
の
体
で
す
。
大

事
に
至
る
前
に
行
動
を
起
こ
し
ま

し
ょ
う
。

２
、 

良
い
生
活
習
慣
は
、
気
持
ち

が
い
い
！

①
に
「
運
動
」　

②
に
「
食
事
」　

し
っ
か
り
「
禁
煙
」　

最
後
に
「
ク

ス
リ
」　

こ
れ
は
、
９
月
１
日
か

ら
30
日
ま
で
の
「
健
康
増
進
普
及

月
間
」
の
合
言
葉
で
す
。
毎
日
毎

日
ぜ
ひ
口
ず
さ
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
に
不
可
欠
な
の
は
、
食
事
の

量
と
内
容
を
見
直
し
て
「
食
生
活

改
善
」
を
継
続
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
ふ
だ
ん
の
生
活

の
中
で
体
を
動
か
し「
運
動
習
慣
」

を
身
に
つ
け
て
、
爽
快
感
や
達
成

感
、
気
持
ち
よ
さ
を
実
感
し
て
行

動
を
か
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

こ
の
秋
、
町
が
委
嘱
し
た
健
康

づ
く
り
推
進
員
さ
ん
を
中
心
と
し

た
「
第
２
回
特
攻
花
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
あ
な
た
の
「
健
康
づ
く
り
」

の
た
め
に
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日　

時
‥
11
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
〜

場　

所
‥
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ

骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

　

皆
さ
ん
は
骨
髄
バ
ン
ク
を
御
存

知
で
す
か
？
10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク

推
進
月
間
で
す
。
骨
髄
移
植
は
、

白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
等
の

血
液
疾
患
の
治
療
法
で
す
。
血
液

の
難
病
を
も
つ
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
骨
髄
移
植
は
大
き
な
希
望
で

す
。
現
在
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー

登
録
者
は
28
万
人
余
で
す
。
ド

ナ
ー
登
録
者
が
30
万
人
に
な
れ

ば
、
希
望
す
る
殆
ど
の
患
者
さ
ん

に
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き

る
の
は
、
年
齢
が
18
歳
以
上
54
歳

以
下
で
健
康
な
方
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
そ
の
他
に
も
細
か
い
規
定

が
あ
り
ま
す
）

　

ま
ず
は
骨
髄
移
植
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
、
理
解
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
あ
な
た
も
命
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

小
児
救
急
電
話
相
談

　

平
成
19
年
８
月
20
日
か
ら
小
児

救
急
電
話
相
談
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
夜
間
に
お
け
る
お
子
様
の

急
な
病
気
へ
の
対
応
や
、
応
急
処

置
な
ど
を
経
験
豊
な
看
護
師
が
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
、
電
話
相
談
窓
口

で
す
。
相
談
時
間
は
毎
日
午
後
７

時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
で
す
。
電

話
番
号
は
県
内
統
一
の

「
♯
８
０
０
０
」
ダ
イ
ヤ
ル

回
線
や
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

☎
０
９
９
・
２
５
４
・
１
１
８
６
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

３歳児健診
平成 19 年８月

池
田　

奈
桜  

ち
ゃ
ん

中
野　

偉
風  

く
ん

豊
島　

弘
太  

く
ん
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喜
界
町
管
理
職　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

教
育
講
演
会
行
わ
れ
る

　

８
月
18
日
に
喜
界
町
管
理
職
教

育
講
演
会
が
町
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
鹿
児
島
県
教
育
庁

義
務
教
育
課
の
黄
地
吉
隆
課
長
を

講
師
に
迎
え
、「
義
務
教
育
の
動

向
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で
、

講
演
を
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
教
育
基
本
法
改
正

の
背
景
に
あ
っ
た
国
際
化
や
少
子

高
齢
化
、
情
報
化
の
社
会
変
化
等

を
も
と
に
、
国
の
動
向
を
詳
し
く

話
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
児
島

県
教
育
委
員
会
の
基
本
的
な
考
え

方
を
話
し
た
上
で
、
現
場
の
先
生

方
の
や
る
気
や
子
ど
も
の
学
習
意

欲
の
喚
起
の
重
要
性
を
訴
え
て
い

ま
し
た
。

　

黄
地
義
務
教
育
課
長
の
話
を
聞

い
た
こ
と
で
、
各
学
校
の
管
理
職

は
９
月
３
日
か
ら
始
ま
る
二
学
期

に
向
け
て
意
欲
を
高
め
て
い
ま
し

た
。

喜
界
島
を
学
ん
だ
３
日
間
！

平
成
19
年
度
「
喜
界
町
リ
ー
ダ
ー

育
成
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

　

各
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
及

び
21
世
紀
の
豊
か
な
喜
界
島
を

支
え
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た

め
、
８
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の

３
日
間
、
標
記
キ
ャ
ン
プ
を
町
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
ふ
る
さ
と
と
自
分

に
誇
り
を
持
つ
教
育
」
の
推
進
を

図
る
た
め
、
喜
界
島
の
自
然
や
文

化
、
人
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
多
く
取
り
入
れ
ま
し
た
。

黄地課長の講演

　

各
小
・
中
・
高
等
学
校
か
ら
27

名
の
参
加
が
あ
り
、
２
泊
３
日
の

キ
ャ
ン
プ
で
思
い
っ
き
り
喜
界
島

を
満
喫
し
、
思
い
出
に
残
る
夏
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

○
参
加
者
の
感
想
文
か
ら

　

僕
は
、
こ
れ
か
ら
色
々
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
今
よ
り
十
歩

も
百
歩
も
千
歩
も
成
長
し
た
い
。

　

そ
し
て
、
自
分
の
育
っ
た
自
然

い
っ
ぱ
い
の
こ
の
喜
界
島
の
た
め

に
何
か
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
で
き
れ
ば
来

年
も
参
加
し
た
い
。

　
　

喜
界
高
等
学
校
２
年

　
　
　

一
班
班
長　

玉
利　

祐
也

中
・
高
・
青
年
の
親
睦
深
ま
る!

第
31
回
青
少
年
ふ
る
さ
と
大
会

　
「
進
ん
で
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

参
画
し
、
郷
土
を
興
す
青
少
年
の

育
成
」
を
目
的
と
す
る
標
記
大
会

を
８
月
12
日
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
天
候
不
良
の
た
め
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
み
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
名
誉
を

か
け
、
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

※ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
、
26
日

に
順
延

　

試
合
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

優
勝　

湾
チ
ー
ム

　

２
位　

嘉
手
浦
チ
ー
ム

　
　
　
　
〈
４
チ
ー
ム
参
加
〉

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

優
勝　

中
里
チ
ー
ム

　

２
位　

湾
Ａ
チ
ー
ム

　

３
位　

湾
Ｂ
チ
ー
ム

　

  

〃 　

上
嘉
鉄
チ
ー
ム

　
　
　
　
〈
８
チ
ー
ム
参
加
〉

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
（
P
７
）
陸
上
女
子

高
校
８
０
０
㍍
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
次
の
と
お
り

訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

○
誤
＝
尾
崎　

由
美

　

○
正
＝
藤
崎　

由
実

キャンプ終了後の集合写真

２年ぶりに優勝を果たした湾チーム見事２連覇を果たした中里チーム

平成 19年度『喜界町リーダー育成サマーキャンプ』日程表（晴天）
８月７日（火） ８月８日（水） ８月９日（木）

6:00
起床・洗面 起床・洗面
朝のつどい 朝のつどい

7:00 朝食準備
朝食

後片づけ

朝食準備
朝食

後片づけ8:00 集合・受付

9:00
開講式

（オリエンテーション）

喜界島探検隊
（遺跡・史跡巡り等）

ふるさとの素材を
生かした工作教室
（昔ながらの
おもちゃづくり）

基礎教育
「少年団体の種類と

活動の意義」
10:00

専門技術
「子ども会活動の

進め方」
11:00

12:00 〈昼食・休息〉 〈昼食・休息〉 〈昼食・休息〉

13:00 実技
「やさしい手話教室」

〈移動〉 閉講式
海浜活動

（応急処置・海水浴等）
14:00 講義「人権同和教育」
15:00 〈休息〉

夕食準備
夕食
後片づけ

16:00 夕食準備
夕食

後片づけ
17:00
18:00
19:00 〈休息〉 〈休息〉
20:00 ニュースポーツ体験

（ペタンク・ゲーゴル
ゲーム）

演習〈ＫＹＴ〉
21:00

22:00 〈就寝準備〉 〈就寝準備〉
就　　寝 就　　寝23:00
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県
民
一
人
一
文
化
芸
術｣

に
親
し
み
ま
し
ょ
う

〜
11
月
は｢

文
化
芸
術
に
親
し
む
月

間｣

で
す
。
〜

　

文
化
芸
術
に
は
、
感
性
に
訴
え
、

人
々
に
感
動
を
与
え
、
創
造
や
表
現

へ
と
向
か
わ
せ
る
力
が
あ
り
ま
す
。

心
身
の
健
康
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
も
科
学
的
に
検
証
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
は
観
光
資

源
と
な
っ
た
り
産
業
と
結
び
つ
い
て

経
済
を
活
性
化
さ
せ
た
り
と
、
文
化

芸
術
に
は
魅
力
あ
る
社
会
づ
く
り
を

推
進
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
期
間
を
き
っ
か
け
に
、
日
常

生
活
の
中
で
文
化
芸
術
の
創
作
活
動

を
始
め
、
さ
ら
に
身
近
な
文
化
祭
や

展
覧
会
な
ど
を
観
賞
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
環
境
生
活
部
生
活
・
文
化
課

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
２
５
３
７

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
、

公
証
週
間
で
す

○ 

遺
産
相
続
を
め
ぐ
る
身
内
の
争
い

は
見
苦
し
い
も
の
で
す
。

つ
い
て
は
、
翌
年
度
に
開
催
さ
れ
る

「
全
国
農
林
水
産
祭
」
に
出
品
の

上
、
天
皇
杯
等
の
受
賞
審
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

●
出
品
申
込
期
限

　

平
成
19
年
10
月
24
日
（
水
）

●
出
品
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
水
産
振
興
課

　

漁
業
構
造
改
善
係

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
３
４
３
５

平
成
20
年
度
鹿
児
島
県
立

農
業
大
学
校
の
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
将
来
の

農
業
・
農
村
を
担
う
優
れ
た
青
年
農

業
者
や
地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
実
践
的
指
導
者
の
育
成
等
を
行
う

た
め
、
平
成
20
年
度
の
学
生
募
集
を

下
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
立
農
業
大
学
校
を
本
年

７
月
17
日
付
け
で
学
校
教
育
法
に
基

づ
く
「
専
修
学
校
」
と
し
て
も
位
置

づ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
修
了
者
に
短
期
大

学
卒
と
同
程
度
の
「
専
門
士
」
の
称

号
が
付
与
さ
れ
る
ほ
か
、
日
本
学
生

支
援
機
構
の
奨
学
金
制
度
の
利
用
や

卒
業
後
の
４
年
制
大
学
の
３
年
次
へ

の
編
入
学
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

●
試
験
日
等

（
養
成
部
門
）

○
推
薦
入
試

伝
い
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
相

談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
次

の
と
お
り
「
暮
ら
し
の
何
で
も
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。　

●
「
暮
ら
し
の
何
で
も
相
談
所
」

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

●
日　

時

　

平
成
19
年
10
月
18
日
（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
場　

所

　

役
場
研
修
室

●
行
政
相
談
員
：
園
田　

直
樹

（
喜
界
町
赤
連
２
４
０
０
番
地
）

　

☎
０
９
９
７
ー
65
ー
０
０
６
９

　

職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
44
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
平
成
19
年
度
後
期

技
能
検
定
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

●
受
検
申
請
書
受
付
期
間

　

 

平
成
19
年
10
月
１
日
（
月
）
〜
同

年
10
月
12
日
（
金
）
ま
で
（
土

曜
・
祝
日
除
く
）

●
試
験
実
施
日

⑴
実
技
試
験

　

 

平
成
19
年
12
月
３
日
（
月
）
〜
平

成
20
年
２
月
24
日
（
日
）
ま
で
の

期
間
で
職
種
ご
と
に
定
め
る
日

⑵
学
科
試
験

　

 

平
成
20
年
１
月
27
日
（
日
）
・

２
月
３
日
（
日
）
・
２
月
10
日

（
日
）
で
職
種
ご
と
に
定
め
る
日

●
合
格
発
表

　

平
成
20
年
３
月
18
日
（
火
）

●
実
施
募
集
職
種

　

 

機
械
検
査
、
配
管
、
機
械
保
全
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
施
工
な
ど
40

職
種

●
実
施
募
集
等
級

　

 

特
級
、
１
級
、
２
級
、
３
級
、
単

一
等
級

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
９
ー
２
２
６
ー
３
２
４
０

　

県
庁
商
工
労
働
部
雇
用
労
政
課

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
３
０
１
９

第
41
回
鹿
児
島
県
水
産
物

品
評
会
へ
の
出
品
を
募
集

し
ま
す

　

県
漁
業
振
興
大
会
実
行
委
員
会
水

産
物
品
評
会
事
務
局
（
鹿
児
島
県
水

産
振
興
課
）
で
は
第
41
回
鹿
児
島
県

水
産
物
品
評
会
へ
の
出
品
を
募
集
し

ま
す
。

　

こ
の
水
産
物
品
評
会
は
、
鹿
児
島

県
漁
業
振
興
大
会
の
一
環
と
し
て
毎

年
開
催
し
て
お
り
、
優
秀
な
出
品
物

に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
賞
等

の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
出
品
物
に

○ 

公
証
証
書
遺
言
は
、
身
内
の
争
い

を
防
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
相
続
登

記
や
預
貯
金
の
解
約
な
ど
面
倒
な

手
続
き
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

○ 

公
証
証
書
遺
言
は
、
家
庭
裁
判
所

の
開
封
・
検
認
手
続
き
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

○ 

病
気
等
で
字
が
書
け
な
く
て
も
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○ 

自
宅
や
病
院
で
も
公
証
人
が
出
張

し
、
作
成
し
ま
す
。

○ 
老
後
の
財
産
管
理
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
契
約
に
成
年
後
見
制
度
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

子
ど
も
の
養
育
費
、
金
銭
貸
借
、

土
地
建
物
の
賃
借
な
ど
強
制
力
の

あ
る
公
正
証
書
で
き
ち
ん
と
決
め

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

い
つ
で
も
左
記
役
場
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

　

名
瀬
公
証
人
役
場

　

☎
０
９
９
７
ー
52
ー
２
６
６
１

行
政
相
談
週
間
10
月
15
日

（
月
）
〜
21
日
（
日
）

　

行
政
相
談
制
度
は
、
行
政
相
談
員

等
が
役
所
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
、

相
談
、
要
望
な
ど
を
受
け
付
け
て
、

公
平
中
立
な
立
場
か
ら
助
言
や
関
係

機
関
に
対
す
る
連
絡
な
ど
を
行
い
、

そ
の
解
決
や
実
現
に
む
け
て
の
お
手
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試
験
日

　

平
成
19
年
10
月
17
日
（
水
）

●
出
願
受
付
期
間

　

９
月
10
日
（
月
）
〜
９
月
21
日

（
金
）

○
一
般
入
試

試
験
日

　

平
成
19
年
12
月
５
日
（
水
）

●
出
願
受
付
期
間

　

10
月
29
日
（
月
）
〜
11
月
14
日

（
水
）

（
研
究
部
門
）

○
一
次
募
集

試
験
日

　

平
成
19
年
11
月
28
日
（
水
）

●
出
願
受
付
期
間

　

９
月
18
日
（
火
）
〜
９
月
28
日

（
金
）

●
二
次
募
集

試
験
日

　

平
成
20
年
１
月
11
日
（
金
）

●
出
願
受
付
期
間

　

12
月
10
日
（
月
）
〜
12
月
20
日

（
木
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
農
業
大
学
校
教
修
部

　

教
務
指
導
課　

　

☎
０
９
９
ー
２
４
５
ー
１
０
７
１

平
成
19
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
開
発
途
上
国
の

人
々
と
と
も
に
協
力
活
動
を
展
開
し

て
い
く
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
期
間
は
10

月
１
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
。

●
体
験
談
＆
説
明
会

芸
品
（
35
品
目
）
も
展
示
・
販
売
し

ま
す
。
製
作
実
演
、
製
作
体
験
等
も

あ
り
ま
す
。

　

伝
統
的
工
芸
品
や
匠
の
技
に
触
れ

て
、
本
当
に
価
値
あ
る
も
の
を
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
ほ
か
、
鹿
児
島
の
食
の
販

売
や
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

シ
ョ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鹿
児
島

県
伝
統
的
工
芸
品
月
間
推
進
協
議
会

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://seitengai.com
/dentou-

festa/

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
か
ご
し
ま
Ｐ
Ｒ
課

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
３
０
５
０

上
野
原
縄
文
の
森 

第
19

回
企
画
展
「
道
の
島
の
大

む
か
し
〜
古
代
・
中
世
の

交
易
ル
ー
ト
、
奄
美
諸

島
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
上
野
原
縄
文
の
森
に
お

い
て
、
第
19
回
企
画
展　

「
道
の
島

の
大
む
か
し
〜
古
代
・
中
世
の
交
易

ル
ー
ト
、
奄
美
諸
島
〜
」
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時

　

 

平
成
19
年
７
月
14
日
（
土
）
〜
平

成
19
年
12
月
２
日
（
日
）

●
内
容

　

奄
美
大
島
を
舞
台
に
し
た
古
代
・

中
世
の
交
易
の
様
子
を
示
す
土
器
や

陶
器
類
、
貝
製
品
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。

　

ま
た
、
北
海
道
で
の
南
島
産
の
貝

製
品
の
出
土
状
況
な
ど
も
写
真
パ
ネ

ル
な
ど
を
用
い
て
紹
介
し
、
日
本
列

島
全
体
に
わ
た
る
交
易
の
様
子
を
再

現
し
ま
す
。

★ 

青
年
海
外
協
力
隊
、
日
系
社
会
青

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
20
歳
〜
39

歳
）

　

10
月
10
日
（
水
）
、
26
日
（
金
）

　

18
時
30
分
〜
20
時
45
分

　

鹿
児
島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

　

10
月
13
日
（
土
）

　

14
時
〜
８
時
30
分

　

鹿
屋
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

（
リ
ナ
シ
テ
ィ
ー
か
の
や
）

★ 

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
日

系
社
会
シ
ニ
ア･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
40
歳
〜
69
歳
）

　

10
月
16
日
（
火
）
18
時
30
分

　

 
鹿
児
島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

　

☎
０
９
９
ー
２
２
１
ー
６
６
２
４

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　

☎
０
９
９
ー
６
７
１
ー
８
３
４
９

全
国
伝
統
的
工
芸
品
フ
ェ

ス
タ
Ｉ
Ｎ
か
ご
し
ま 　

　

〜 

本
物
に
出
会
う 

〜

　

本
年
11
月
８
日
（
木
）
〜
11
日

（
日
）
ま
で
の
４
日
間
、
鹿
児
島
ア

リ
ー
ナ
（
鹿
児
島
市
）
に
お
い
て
、

「
全
国
伝
統
的
工
芸
品
フ
ェ
ス
タ
Ｉ

Ｎ
か
ご
し
ま
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

全
国
の
伝
統
的
工
芸
品
（
輪
島

塗
、
南
部
鉄
器
等
２
１
０
品
目
）
が

鹿
児
島
に
集
結
し
、
本
物
に
出
会
え

る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。

　

薩
摩
切
子
等
の
県
指
定
伝
統
的
工

　国保診療所から診療受付簿を次のように変
更いたします。

■耳鼻科診療について

変更前 診療日前日に電話予約

変更後

診療日決定後、窓口又は電話予約
で常時受付いたします。
（診療日については防災無線でお
知らせいたします）

■木曜日の診療について

変更前 午後は往診のため休診

変更後 午後も外来診療を開始

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
教
育
庁
文
化
財
課

　

☎
０
９
９
ー
２
８
６
ー
５
３
５
３
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城
久
遺
跡
群
指
導
委
員
会
開

催
　

城
久
遺
跡
群
発
掘
調
査
指
導
委

員
会
が
９
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

城
久
遺
跡
群
で
行
わ
れ
て
い
る

発
掘
調
査
や
整
理
作
業
な
ど
に
つ

い
て
の
遺
跡
群
の
現
状
や
今
後
の

調
査
の
進
め
方
な
ど
を
客
観
的
に

見
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

来
島
さ
れ
た
の
は
文
献
史
学
的

立
場
よ
り
石
上
英
一
氏
（
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
）、
永
山
修
一
氏

（
ラ
・
サ
ー
ル
高
校
）、
考
古
学
的

立
場
か
ら
は
甲
元
眞
之
氏
（
熊
本

大
学
）、池
田
榮
史
氏
（
琉
球
大
学
）

が
来
島
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
坂

井
秀
弥
氏
（
文
化
庁
）、
堂
込
秀
人

氏
（
鹿
児
島
県
文
化
財
課
）
に
も

来
島
し
て
い
た
だ
き
、
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
方
か
ら
は
、

・ 

城
久
集
落
の
上
・
左
・
右
側
と

一
時
期
に
か
な
り
広
い
範
囲
遺

跡
が
展
開
し
て
い
る
。

・ 

重
要
な
遺
跡
で
あ
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
広
く
残
し
て
欲
し
い
。

・ 

町
で
購
入
し
た
山
田
半
田
遺
跡

の
３
５
０
０
㎡
は
何
か
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

・ 

柱
穴
跡
や
茶
碗
な
ど
の
カ
ケ
ラ

が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
出
土
し

た
の
か
。

・ 

遺
跡
群
内
で
地
点
ご
と
の
特
性

が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。

・ 

前
畑
遺
跡
で
は
鉄
ク
ズ
や
ふ
い

ご
の
羽は

ぐ
ち口

と
呼
ば
れ
る
送
風
管

が
大
量
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
場
は
鍛
冶
場
的
な
場

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

等
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と

を
も
と
に
調
査
や
保
存
・
活
用
に

と
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　町内・町外（島出身者に限る）の事業所や店舗などをお持ちの皆
さま、町の広報やホームページに広告を掲載して会社やお店の PRを
しませんか。　　　　 ▽問い合わせ　役場企画課　☎ 0997-65-1111
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■
香
典
返
し

時
忘
れ
友
と
歩
め
ば
咲
き
盛
る
ゆ

う
な
の
花
が
項
う
な
じ
に
触
る
る

嶺
倉　

祝
子

に
こ
や
か
に
声
か
け
給
ふ
師
の
君

の
ひ
と
み
に
う
つ
る
吾
を
正
せ
り

北
島　

シ
ナ

様
々
に
も
の
思
い
つ
つ
織
り
終
え

て
貰
ふ
賃
金
い
つ
も
新
鮮

有
村　

道
子

夜
と
な
れ
ば
身
近
に
寄
り
来
る
コ

オ
ロ
ギ
を
そ
っ
と
見
や
り
つ
遊
ば

し
て
居
り　
　
　

竹
田　

ヨ
シ
子

し
と
ど
降
る
雨
を
受
け
入
れ
庭
石

の
聖
者
の
ご
と
く
靜
も
り
て
あ
り

平
尾　

チ
ヨ

花
の
名
を
吾
に
教
え
し
亡と

も友
想
ふ

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
今
年
も
咲
き
て

屋
良　

ミ
ノ
子

つ
ら
つ
ら
と
思
ふ
日
の
あ
り
八や

そ十

路ぢ

超
す
四
人
姉
妹
が
世
に
生
か
さ

れ
て　
　
　
　
　
　

美
代　

イ
シ

忘
れ
難
き
母
の
教
訓
を
思
い
お
り

溶
け
ゆ
く
蝋
の
芯
見
つ
め
つ
つ

郡　

市
子

千
の
風
に
大
空
渡
る
と
ふ
歌
流
る

同は
ら
か
ら胞
亡
く
せ
し
我
が
心
打
つ

弥
島　

幸
子

暮
れ
な
ず
み
と
も
り
ゆ
く
灯
の
そ

の
先
に
山や
ま
な
み脈
あ
り
て
富
士
は
墨す
み
え絵

に　
　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

潮し
お
さ
い騒
の
か
ろ
き
リ
ズ
ム
の
漁ふ
な
ど
ま
り

船
泊

り
な
ら
び
し
舳へ
さ
き先
揺
る
る
と
も
な

く　
　
　
　
　
　
　
　

林　

蓮
香

氏　

名

吉
川　

羽わ

か香

山
本
虎こ
じ
ろ
う

士
朗

愛　
　

樹じ
ゅ
り里

太
田　

玲れ

お緒

原
口　

怜れ

お央

今
村　

悠ゆ
う
し
ん慎

保
護
者

幸
治

浩
二

義
昭守

英
樹

英
博

住

所
湾

志
戸
桶

赤

連

荒

木
湾

白

水

ご
め
い
福
を

　
　
　

お
祈
り
し
ま
す

住

所

赤

連

伊

砂

荒

木

川

嶺

氏　

名

佐
藤　

タ
ツ

中
村　

和
明

中
馬
宗
九
郎

高
山　

嘉
子

年　

齢
88
才

64
才

82
才

88
才

社
協
だ
よ
り

小
野
津

赤

連

川

嶺

上
嘉
鉄

塩

道
湾

中

里

早

町

赤

連

上
督　

博

佐
藤　

須
為
一

高
山　

勝
利

原
口　

貞
亮

萩
原　

昭
八

穂
積　

光
子

橋
本　

裕
子

竹　

ヨ
シ

栄　

信
子

喜界町の推計人口
（平成 19年 8月 31日現在）

世帯数・・・・・・・・ 3,764戸（- ７）

人 口・・・・・・・・ 8,415人（- ２）

男 ・・・・・・・・ 3,981人（+４）

女 ・・・・・・・・ 4,434人（- ６）

早

町

大
朝
戸

塩

道

荒

木

志
戸
桶

小
野
津

島

中

志
戸
桶

坂

嶺
湾

坂

嶺

赤

連

坂

嶺

佐
手
久

竹　
　

一
助

豊
岡　

栄
子

谷　
　

チ
エ

比
嘉　

良
春

竹
下
直
二
郎

柳　

ハ
ツ
子

豊
島　

林
三

東
目　

八
十

白
川　

マ
ツ

惠
畑　

三
江

里　
　

皆
子

平
田　

米
男

岩
下　

ク
ラ

久　

長
次
郎

81
才

81
才

78
才

55
才

83
才

88
才

92
才

85
才

109
才

91
才

80
才

68
才

78
才

58
才

こ
ん
に
ち
は

　
　
　

赤
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も

　
　
　

お
幸
せ
に

氏　
　
　

名

志
立　

直
樹

上
床
春
瑠
菜

牧
田　

裕
一

平　
　

寿
子

土
田　

直
人

倉
橋　

美
幸

住　

所

赤
連

赤
連

池
治

羽
里

湾志
戸
桶

10 月の年金相談に関する
お知らせ

　県内の各社会保険事務所では、
次の日程で年金相談窓口の時間延
長・休日開庁を実施します。ぜひ
この機会にご自身の年金について
ご相談ください。
　（今後の状況によっては、10月
の年金相談日程が変更になる場合
があります。９月 10日現在の予
定を記載しています。）

▽問い合わせ先
　奄美大島社会保険事務所
　☎ 0997-52-4341

■鹿児島北、奄美大島社会保険事務所

月 実施日 年金相談受付日

10 月

１日（月）

左記の実施日の年金相談受付時間は

月曜日・火曜日は

８：30 から 19：00 まで、

土曜日は９：30 から 16：00 まで

（その他平日は

８：30 から 17：15 までの受付です）

９日（火）

13 日（土）

15 日（月）

22 日（月）

29 日（月）
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8/3

独居高齢者宅訪問。
無料で保安点検し喜ばれる
～大福電設㈱による独居高齢者
世帯電気設備保守点検活動～

復活して２年。
青壮年一丸となって
集落の和を構築！
「小野津盆踊り」

～チームワーク・技術の向上を
目指し、約 70 人が練習に励む～
笠利・喜界第一・第二・早町

４中学校合同練習

～永志保さん母校で「朝花節・
ワイド節」など数曲の島唄を披露～
永志保・彩（音楽ループ）
野外交流コンサート

～ヤギレースなど多彩な
プログラムに集落民が参加～
上嘉鉄東集落運動会

～波の抵抗もものともせず。
大海原に向かうアオウミガメ～
アオウミガメ放流会（志戸桶海水浴場）
※この日ふ化が確認されたのは 115 個中、68 個

～地球温暖化と樹木の
関係を学習（荒木小学校）～
県林務水産課職員が講師にあたる

「森林教室」

8/15

8/3

8/22

8/22

8/15

8/28


